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1.地域の紹介 

佐賀県は九州の北西部に位置し、東は福岡
県、西は長崎県に接し、北は玄界灘、南は有
明海に面しています。 

2.IVIセミナーを実施した背景 

県の工業会（西日本IBF）から「第4次産業革命＆ＩｏＴの勉強会」についての相談を受け、Ｉ
Ｔコーディネータ協会（ITCA）へ協力依頼をしたところ、その情報の中で IVIセミナー があ
ることを知り、開催候補地として手を上げました。 

また、佐賀県の事業（ビジネスコンシェルジュ事業）でのイベント・研修事業との相乗りが可
能であったことが要因でもありました。 

有名なモノ 

有田焼、佐賀牛･呼子のイカや吉野ヶ里遺跡等
の名所があります。 

最近では、インターナショナル・バルーンフェス
タ開催や、Ｊリーグのサガン鳥栖が知られる様
になりました。 
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3.IVIセミナーに向けた準備、運営、セミナー後のフォロー 

事前 

 工業会のグループ（西日本IBF）に対して、IVIセミナー説明会を実施 

当日運営 

 支援機関とITサポーターが一体となった運営を実施 

 （ITサポーター：地元ITコーディネータと佐賀県ソフトウェア協同組合が協力） 

セミナー後のフォーロー 

 フォローアップミーティング → RFIDを工場内で活用するには？（企業7社参加） 

 現在 ⇒ 生産管理等に活用できる、安価なソリューションの開発へ 

IVIセミナー フォローアップミーティング 
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4.IVIセミナー実施でよかったこと、苦労したこと 

・企業のキーマン（次世代を担う人物）を、ＩｏＴと言う新しい切り口で交流 

 させることが出来た。（以前は、ＩＴと言うだけで敬遠されていた） 

・ＩｏＴを自社に導入するイメージ（工程・在庫管理等）で、身近に感じても 

 らえることが出来た。（良く分からない ⇒ この様に使いたいへ） 

・皆さん多忙なのか？ 課題等がギリギリまで出ない等、コミュニケーション不足 

 による停滞が 苦労した点。（こちら側の理解不足もあった） 

5.支援機関の本音 

・佐賀県の風土なのか、いま一つ積極的に出ない方が多い  

  （今回のシンポジウムも遠慮されおり、フォローアップ 

   ミーティング開催も福岡県の会社であった） 

・しかし、フォローアップで個別訪問をすると、 色々熱く  

 語られるので、アプローチ方法を工夫することが、課題 

 と思っている。 

（佐賀県は、まだ出発した段階です！） 


